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通常展「大和川付替えと植田家の収蔵品：木綿資料編」9/16（水）ー10/21（水）
「大和川付替えの歴史」と「旧植田家住宅の変遷」をパネルで展示。所蔵の木綿資料も一部展示。

特別・企画展「旧辻田家寄贈襖絵初公開」2020年10/24（土）ー12/25（水）
2018年八尾市に寄贈された旧辻田家の襖絵を中心とした資料を展示。 　※11/25～後期

※休館日はP15をご覧ください

展示のご案内
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表紙写真

《疫病除け御守り》（旧植田家住宅蔵書挟み込み）

疫病（コレラ）が流行した明治期に出版された
『まじない百ヶ条』の中に、栞

しおり

の様に挟み込ま
れていた小さな「疫病除御守」と書かれた紙。
通常展＋企画展「明治の疫病・出版物 + ちょっ
と植松絵図」は 4・5 頁を参照。
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JR 八尾駅周辺の高低差を示した地形模型

安中新田略絵図（天保11年（1840）４月）

明治時代に出された「達」「布令」とその写し明治時代の出版物と「疫病除御守」

うえまっぷ３（令和2年（2020）3月発行）

虎列刺…
防疫

外出制限
換気あの布製マスクも展示 !?（デザイン２種類）

堤跡を立体で表わしたパネル（提供：まち研）

ちょっと植松絵図コーナー
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【
明
治
の
出
版
物
と
疫
病
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
疫
病
の

歴
史
や
防
疫
に
つ
い
て
世
の
中
の
関
心
が
一
気
に

高
ま
っ
た
が
、日
本
で
は
明
治
時
代
に
「
コ
レ
ラ
」

に
よ
る
伝
染
病
が
大
流
行
し
、今
ま
さ
に
私
た
ち

が
経
験
し
て
い
る
状
況
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
既

に
あ
っ
た
こ
と
を
資
料（
記
録
）が
伝
え
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の「
虎コ

レ

ラ
列
刺
」（
コ
ロ
リ
と
も
）の
流
行
、

明
治
時
代
に「
天
然
痘
」の
予
防
が
進
む
中
、
再
び

コ
レ
ラ
が
最
大
級
に
流
行
し
た
明
治
12
年
の『
堺

県（
現
在
の
大
阪
府
・
奈
良
県
）布
令
』に
は
、「
虎
列
刺

病
の
予
防
と
心
得
」と
し
て
、摂
生
を
第
一
と
し
、

病
の
流
行
す
る
町
村
へ
の〝
不
要
不
急
〟の
外
出
を

控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
り
、人
々
に
思
い
が
け

な
い
死
を
も
た
ら
す
現
状
に
お
い
て
、こ
れ
を
よ
そ

事
に
し
て（
軽
ん
じ
て
）、で
た
ら
め
な
情
報
を
流
す

者
や
、自
分
は
大
丈
夫
だ
と
し
て
つ
い
に
は
病
に

か
か
る
者
が
多
い
と
記
す
。ま
た
、人
と
の
接
触
を

避
け
、換
気
し
、清
潔
に
す
る
こ
と
も
、今
日
の
コ
ロ

ナ（
感
染
症
）対
策
と
同
様
に
言
わ
れ
て
い
る
。

　

当
時
出
版
さ
れ
た
家
庭
に
役
立
つ
知
識
や
健
康

法
な
ど
を
紹
介
し
た
書
物
や
ま
じ
な
い
本
に
お
い

て
も
、
医
学
的
な
根
拠
は
さ
て
お
き
、「
ウ
ィ
ズ
・

コ
レ
ラ
」
な
一
面
が
見
ら
れ
、感
染
症
と
長
期
に

通
常
展
＋
企
画
展 

大
和
川
付
替
え
と
植
田
家
の
収
蔵
品

  

～
明
治
の
疫
病
・
出
版
物+

ち
ょ
っ
と
植
松
絵
図
～

　

長
期
に
わ
た
る
臨
時
休
館
を
経
て
、再
開
後
の

６
月
か
ら
は
急
き
ょ
予
定
を
変
更
し
、
中
止
と

な
っ
た
通
常
展「
大
和
川
付
替
え
と
植
田
家
の

収
蔵
品
～
工
芸
品
編
～
」
と
企
画
展「
古
文
書
に

見
る
植
松
」を
併
せ
た
展
示
を
7
月
19
日
ま
で
開
催
。

小
規
模
な
展
示
室
の
た
め
、３
密（
密
集
・
密
接
・

密
室
）回
避
な
ど
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

内
容
も
旧
植
田
家
所
蔵
の
書
籍
・
古
文
書
類
か
ら

約
１
４
０
年
前
の
疫
病（
主
に
コ
レ
ラ
）に
関
す
る

資
料
と
、植
松
地
域
に
関
す
る
古
絵
図
や
現
代
の

地
図
な
ど
を
展
示
し
た
。

向
き
合
っ
て
い
た
当
時
の
人
々
の
姿
が
想
像
で
き

る
。ち
な
み
に
、こ
の
旧
植
田
家
所
蔵
の
一
冊
の
本

の
間
に
は「
ア
マ
ビ
エ
」で
も「
ア
マ
ビ
コ
」
で
も

「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」で
も
な
い
、「
疫
病
除
御
守
」と

だ
け
書
か
れ
た
一
片
の
小
さ
な
紙
切
れ
が
挟
み

込
ま
れ
て
い
た
。（
表
紙
絵
参
照
）

【
ち
ょ
っ
と
植
松
絵
図
】

　

通
常
展「
大
和
川
付
替
え
…
」と
企
画
展「
古
文
書

に
見
る
植
松
」の
要
素
と
し
て
、い
つ
も
の
パ
ネ
ル

展
示
に
加
え
、今
年
３
月
に
発
行
し
た
植
松
の
ま
ち

を
歩
い
て
楽
し
む
地
図「
う
え
ま
っ
ぷ
３
」を
、同
じ

場
所
を
描
い
た
約
２
百
年
以
上
前（
江
戸
時
代
）の

小
さ
な
新
田
絵
図
と
と
も
に
展
示
し
た
。ス
テ
イ

ホ
ー
ム
で
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
進
む
中
、こ
う

し
た
地
図
を
活
用
す
れ
ば
外
出
気
分
も
味
わ
え
る

こ
と
か
ら
、当
時
の
ア
ナ
ロ
グ
時
代
に
と
っ
て
は

貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　

ま
た
今
回
は
特
別
に
八
尾
す
ま
い
ま
ち
づ
く
り

研
究
会（
ま
ち
研
）の
作
成
し
た
、旧
大
和
川
堤
跡

を
立
体
的
に
表
わ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
展
示
パ
ネ
ル

も
お
借
り
し
、旧
植
田
家
住
宅
の
位
置
す
る
植
松

周
辺
の
ま
ち
な
み
を
俯
瞰
し
た
。有
事
な
ら
で
は

の
特
別
な
展
示
と
な
っ
た
が
、来
館
者
数
は
予
想

通
り
で
あ
っ
た
。　
　
（
旧
植
田
家
住
宅 

学
芸
員　

安
藤 

亮
）

３
密
回
避
な
ど
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
た
展
示
室



― 6 ― 6

うえまっぷ

　 ひと足お先に
　　　　 ぶらりたび。

大阪教育大学コラボ演習生による「うえまっぷ3」（8,9頁）体験レポート

　こんにちは、大阪教育大学から実習で旧植田家住宅に来させていただいてる者です！
今回は「うえまっぷ」を極秘ルートで早く入手できましたので、ひと足お先に歩かせて
いただきました。素敵な見どころがたくさんでしたので、ネタバレにならない範囲で
少しだけレポートいたします！
　私たちが歩いたのは「植松・太子堂コース」なのですが、歩くだけでも１時間半ほど
かかりました。実際に歩かれる際はこまめな休憩、水分補給を忘れず安全に気をつけて
お楽しみください！！！

旧奈良街道、植松の東西の端には昔から目印として石灯籠が置かれていました。

こちらの写真の石灯籠は西に置かれているもので、「うえまっぷ」だと⑬番の

場所にあります。

東の石灯籠は龍華小学校ができたのを境に道路の関係で撤去され、今では旧

植田家住宅の庭に置かれています。
（新野 飛佑真）

うえまっぷの⑪番の大聖勝軍寺についてです。左の画像を見てくだ
さい。猫です！！！ここにはとてつもなく人懐っこい猫がいます。
しかも一匹だけではありません。なんということでしょう。猫好き
の私からしたら天国のような場所です…。うえまっぷの植松・太子堂
コースのちょうど折り返し地点あたりにこの大聖勝軍寺はあります。
猫好きの方はぜひ！！！

（玉井 優樹）

JR 八尾駅から南の駐輪場に段差があります。この段差は、旧大和川の
堤跡とみられます。新田開発の際に堤の土が利用されたため、現在
の堤跡の高さはおおよそ、“うえまっぷ二枚強 ”の高さになっていま
す。堤跡地は、他にも何箇所か黄色で示されているので是非巡って
みてください。普段見落としがちな日常の何気ない高低差にも歴史
を感じることができるかもしれません。

（島田 真生子）
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No.

DATE               ・      　・
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実習をふりかえって. . .
R2 2 ～ 8

今回、活動の中で小学生の見学案内のガイドサポートをさせていただ

きました。見学に来た小学生は初めて生で見る昔の道具などに興味

津々で年代や使い方などたくさんの質問をしてくれたので毎回ドキドキ

しながら挑んでいました。 私自身も回を追う毎に植田家や昔の暮ら

しについて理解を深める事が出来ました。 みなさんも、 旧植田家に

来て、 肌で昔の暮らしを感じてみて下さい。 　島田 真生子

自分が男の子だったということもあり、今までひな祭りやお雛さんを

組み立てたりといったことがあまり身近なものではありませんでした。

今回旧植田家住宅で初めて立派なお雛さんを組み立てました。

お雛さんの取り扱いの難しさや知らなかった知識、色々と知ることが

できました。また訪れた子供たちも喜んで見てくれていたようで、すごく

嬉しかったです。 毎年旧植田家住宅では ひな祭りの時期に展示し

ているそうなのでぜひ皆さんに見て欲しいです。 　新野 飛佑真

旧植田家住宅では展示品を定期的に替えています。

実際に私たちも手伝わせていただいたのですが、時にはとても高そう

な絵を運ぶこともあり、作品を持つ手が震えました。 笑

ですが普段生活をしていてこういった作品に触れられる機会というの

はそうそうなく、大変貴重な経験になりました。時期によっては展示品

が教科書の物語に出てきた昔の道具になったりもするので、子供たち

はよりその物語を身近に感じられるだろうなと思いました。

子どもたちはもちろんですが、僕たちでも展示を見てとても楽しめたの

で大人の方たちにもたくさん来ていただきたいです。  玉井 優樹

高級そうな絵を運んだり、立派なおひな様を組み立てたりと緊張することもたくさんありましたが、

それらもすべてひっくるめて楽しかったです。今回の実習で、普通に生活していたら絶対に知れない、

見れない、触れないようなもの・ことを五感を通してたくさん学べました。コロナ禍で一時は活動休止の

事態もありましたが、この活動を通じて様々な人と出会う事ができました。旧植田家住宅を地域の方を

はじめ多くの方が大切に守り維持し、現在に繋いでいらっしゃるかがよく分かりました。職員の皆さんに

は本当に感謝しています。すてきな時間をどうもありがとうございました。　実習生一同

小学校からの団体見学をサポート

お雛さんの組み立て作業風景

展示替え中の展示室の様子

～実習全体を振り返って～
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・旧大和川の範囲と堤の高低差が分かる。

・3 つのコースで 3 倍楽しめる！

・寺社仏閣から銭湯、旧跡の場所を紹介。

・ちょっと昔の風景写真も 掲 載 。

うえまっぷ 3 の特徴

「
歩
い
て
た
の
し
む 

植
松 

ぶ
ら
っ
と
ま
っ
ぷ
」（
う
え
ま
っ
ぷ
３
）
発
行
・
二
〇
二
〇
年
三
月
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｉ（
指
定
管
理
者
）

●お問い合せ：072-992-5311
        （安中新田会所跡 旧植田家住宅）

旧植田家住宅にて配架中（無料）
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うえまっぷ 3 で

まちあるき

うえまっぷ 1（2009年）※在庫僅少

特  集

あ
れ
か
ら
10
年
。

ま
ち
の
様
子
は
…

大阪府八尾市には古代から現代まで、様々な歴史や

文化があちらこちらに遺されています。旧植田家住宅

のある植松町は、江戸時代の大和川付替え後のまち

なみやその遷り変わりを感じることができます。

そんな植松のまちの様子を記録した「のんびり植松

ぶらっとまっぷ」（うえまっぷ 1）の発行から 10 年

が経ち、2020 年 3 月「歩いてたのしむ植松ぶらっと

まっぷ」（うえまっぷ 3）を発行しました。今回のテーマ

は、ズバリ「歩いて楽しめる歴史まっぷ」。

旧大和川である長瀬川「右岸コース」・「左岸コース」

と寺社仏閣や街道を辿る「植松・太子堂コース」の

3 つのルートを設定。裏面には各所の解説が貴重な

古写真とともに掲載されています。

コロナ禍で遠出やイベントの自粛を余儀なくされて

裏
面
に
は
各
所
の
解
説
が
写
真
入
り
で
掲
載
。

いる現在、「うえまっぷ３」を

手にとり、自宅で見て楽しむ

も良し、近 場 の まちあるき

をお楽しみください。



― 10 ― 10

四
会
所
だ
よ
り

扁
額「
古
見
堂
」に
つ
い
て

　

加
賀
屋
新
田
会
所
跡
（
加
賀
屋
緑
地
）
は
、

長
屋
門
か
ら
入
り
、
次
の
冠
木
門
を
く
ぐ
り

進
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
冠
木
門
の
上
に
は

「
古こ

け
ん
ど
う

見
堂
」と
書
か
れ
た
板
の
扁
額
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
京
都
の
相
国
寺「
臨
済
宗
相
国
寺
派

大
本
山
」
第
百
三
十
二
代
官
長
有あ

り
ま
ら
い
て
い

馬
頼
底
師

の
筆
に
よ
る
書
が
蔵
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
板
に
写
し
た
も
の
で
す
。

　

有
馬
頼
底
師
は
京
都
仏
教
界
の
重
鎮
で
、

文
筆
に
優
れ
、
数
々
の
著
書
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
八
年
生
ま
れ
で
す
の
で
、
戦
後
に
書
か

れ
た
も
の
を
頂
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

古
見
堂
と
は
、
論
語
の
解
釈
で
は
「
子
日
、

温
レ
故
而
知
レ
新
。
可
以
為
レ
師
牟
。」
か
ら
出

た
言
葉
で
す
。「
故
（
ふ
る
）
き
を
温
（
た
ず
）
ね
、

新
し
き
を
知
る
」で
、前
に
学
ん
だ
こ
と
、歴
史

を
知
り
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
知
恵
を
得
る
と

い
う
意
味
。
今
を
知
っ
て
昔
を
知
ら
ぬ
者
を

（25）

「
盲も

う
こ瞽

」。
そ
の
逆
を「
陸り

く
ち
ん沈

」
と
い
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
危
な
い
こ
と
の
た
と
え
で
す
。

　
「
古
見
」
と
は
、
禅
の
世
界
で
は
も
っ
と
広

い
解
釈
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
自
分
の
命

が
、
今
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
不
思
議
さ
。

遠
い
遠
い
過
去
か
ら
、ま
た
広
大
な
世
界
宇
宙

か
ら
延
々
と
繋
が
っ
て
き
て
、
し
か
も
そ
の

一
つ
で
も
欠
け
て
し
ま
え
ば
自
分
は
存
在
し

な
い
だ
ろ
う
不
思
議
さ
か
ら
、
ど
ん
な
に
命

が
尊
い
も
の
か
を
よ
く
考
え
な
さ
い
、
と
の

教
え
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
っ
と
身
近
な
事
で
は
、私
た
ち
が
こ
の
町

で
生
活
し
て
い
る
の
も
過
去
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
一
七
〇
四
年
に
大
和
川
が
造
ら
れ
た

こ
と
、
そ
れ
以
前
の
事
、
そ
し
て
新
田
開
発
、

大
和
川
の
氾
濫
、そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事

が
あ
っ
て
、
今
の
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
。

こ
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と（
大
事
）

が
将
来
の
発
展
の
構
想
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
住
之
江
の
ま
ち
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
井
謙
次
）

加
賀
屋

新
田

冠
かぶ き も ん

木門
京都 大徳寺から拝領の瓦を模した、
アーチ型の瓦で大胆に造形して復元
されたもの。京都 相國寺の有馬頼底
管長の筆による「古見堂」の額が掲
げられています。

扁額「古見堂」有馬頼底 筆（土蔵で展示）
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【
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
】

・
３
月
３
日
～
５
月
20
日
休
館（
現
在
は
再
開
）

　

小
中
学
校
の
全
国
一
斉
休
校
要
請
と「
緊
急

事
態
宣
言
」に
合
わ
せ
た
臨
時
休
館
。再
開
後
、

八
尾
市
で
は
９
月
30
日
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
中
止

を
決
定
。今
後
も
様
子
を
う
か
が
い
な
が
ら
？

・
基
本
セ
ッ
ト（
新
利
用
様
式
）

　

入
館
時
の
マ
ス
ク
着
用
・
手
の
消
毒
・
連
絡
先

の
確
認（
大
阪
コ
ロ
ナ
追
跡
シ
ス
テ
ム
の
併
用
）、

体
調
不
良
者
の
入
館
お
断
り
な
ど
お
願
い
ベ
ー
ス

【新しい生活様式】

　「3 密」「ステイホーム」「ソーシャルディス

タンス」「ウィズコロナ」「アフターコロナ」「ア

ベノマスク」…など、この数ヵ月の間に、今

まで口にしなかったような言葉が当たり前の

日常会話で使われるようになり、それまでの

確立された生活様式（あったのかは疑問）を見直

して「新しい生活様式」が求められる時局に

なりました。旧植田家住宅の利用においても

変わったことを、少しだけまとめてみました。

日日植田家住宅
-日常から日用まで -

雑記帳

第２日：コロナの時代？

の
も
の
か
ら
、人
数
・
時
間
制
限
、換
気
な
ど
の

三
密
回
避
、
消
毒
作
業
、受
付
対
応
・
展
示
方
法

の
試
行
錯
誤
に
至
る
ま
で
、日
々
実
行
中
。

　
〈
中
止
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
〉

　

・
畑は

た

プ

ロ

活
用
計
画
１
（
５
月
）

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

　

・
ぶ
ら
り
ま
ち
あ
る
き
（
６
月
）

　

・
講
座
１
「
植
松
の
む
か
し
話
」

　

・
こ
ど
も
昔
く
ら
し
体
験
（
７
月
）

　

・
土
蔵
で
ク
ラ
フ
ト
（
８
月
）

　

・
夏
の
お
茶
会

　

・
か
ま
ど
で
ご
飯
炊
き
体
験
（
９
月
）

　

・
講
座
２
「
幻
の
銭
湯〝
龍
華
湯
〟」

　

・
か
ま
ど
で
月
見
団
子
、観
月
会（
10
月
）

【
新
し
い
取
り
組
み
】

　

世
間
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
様
々
な

取
り
組
み
が
さ
れ
る
中
、旧
植
田
家
住
宅
で
は

今
更
な
が
ら
ブ
ロ
グ
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
、フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
更
新
回
数
が
増
え
ま
し
た
。先
日
は

同
市
し
お
ん
じ
や
ま
古
墳
学
習
館
主
催
の
オ
ン

ラ
イ
ン
見
学
会
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、新
し
い

生
活
様
式
の
一
端
に
触
れ
ま
し
た
。さ
て
、今
後

は
一
体
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

基本セット（受付）オンライン見学（web 撮影中）

←1.9ｍ→

Social 
distanc

e
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木綿 時々

【
畑は

た

プ

ロ

活
用
計
画
、始
動
…
の
は
ず
が
】

　

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
そ
の
ま
ま
で
、書
き
手
と
内
容

が
替
わ
り
、
久
々
に「
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
栽
培

日
記
」
で
す
。
ほ
と
ん
ど
伝
統
野
菜
に
つ
い
て
は

書
き
ま
せ
ん
。

　

連
作
障
害
が
続
い
た
畑
を
休
ま
せ
る
た
め
、今

年
度
は〝
畑
そ
の
も
の
〟を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
、

そ
の
名
も「
畑
活
用
計
画（
は
た
け
か
つ
よ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）」
を
企
画
し
、
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

…
の
は
ず
で
し
た
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
植
田
家

住
宅
も
臨
時
休
館
に
な
り
、そ
の
後
も
す
べ
て
の

イ
ベ
ン
ト
が
９
月
末
ま
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

【
木
綿
す
く
す
く
、
あ
と
ニ
ヤ
ニ
ヤ
】

　

気
を
取
り
直
し
、今
年
は
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
畑

を
使
っ
た
木
綿
栽
培
を
行
な
い
、「
定
点
観
測
」を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。５
月
10
日
に
畝
作
り
と

種
を
ま
き
、８
月
現
在
ま
で
毎
日
欠
か
さ
ず（
休
館

日
を
除
く
）同
じ
位
置
か
ら
写
真
を
撮
り
続
け
て

い
ま
す
。収
穫
が
終
わ
る
ま
で
続
け
て
、最
終
的
に

写
真
を
つ
な
げ
て
１
本
の
動
画
に
し
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ

す
る
予
定
で
す
。（
需
要
が
あ
れ
ば
配
信
予
定
）

【
忘
れ
ん
と
い
て
や
ー（
ユ
ニ
ゾ
ン
）】

　

現
在
プ
ラ
ン
タ
ー
で
は
勝こ

つ
ま
な
ん
き
ん

間
南
瓜
と
黒く

ろ
も
ん
し
ろ
う
り

門
越
瓜

の
栽
培
を
理
事
長
が
毎
日
続
け
て
い
ま
す
。今
年
は

梅
雨
も
長
く
気
候
が
不
安
定
だ
っ
た
た
め
収
穫

量
は
落
ち
ま
し
た
が
、
何
と
か
種
の
継
承
は
で
き

そ
う
で
す
。入
館
者
の
激
減
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

も
あ
り
、ひ
っ
そ
り
と
育
つ
野
菜
た
ち
が「
忘
れ
ん

と
い
て
や
ー
」と
語
り
か
け
て
き
ま
す
。よ
く
聞
く

と
理
事
長
の
声
で
し
た
。

黒門越瓜（プランター） 勝間南瓜（プランター）

「忘れんといてやー」

2020.5.10 種まき

2020.810 開花

2020.6.10 支柱立て

2020.7.10 すくすく
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【
植
田
家
住
宅
の
・
ち
ょ
う
ど
い
い
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

　

◆
終
了
し
た
イ
ベ
ン
ト
◆

 

・「
冷
や
し
旧
家
、は
じ
め
ま
し
た
・
縮
小
版
」

　

  　
　

＝
２
０
２
０
年
７
月
11
日（
土
）～
９
月
13
日（
日
） 

　

例
年
、夏
休
み
に
入
る
と
に
ぎ
わ
う
納
涼
企
画「
冷

や
し
旧
家
、
は
じ
め
ま
し
た
」
も
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
っ
て
一
部
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
、縮
小
版
と

し
て
実
施
。風
通
し
の
良
い
簾
戸
へ
の
入
替
え（
展
示
）

と
冷
た
い
ラ
ム
ネ
の
販
売
だ
け
を
行
な
い
、
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る「
井
戸
水
に
足
つ
け
る
や

つ
」（
井
戸
水
で
足
水
体
験
）や「
と
な
り
の
ト
ト
○
で

観
た
こ
と
あ
る
や
つ
」（
蚊
帳
の
体
験
展
示
）の
実
施
を

見
送
っ
た
。例
年
通
り
、足
拭
き
用
の
タ
オ
ル
を
持
参

し
て
訪
れ
る
子
ど
も
の
姿
も

あ
っ
た
が
、や
は
り
全
体
と

し
て
来
館
者
の
数
は
少
な

く
、感
染
症
予
防
対
策
と
し

て
は
正
解
で
も
、少
し
残
念

な
夏
と
な
っ
た
。

・「
冷
や
し
旧
家
＆
打
ち
水
大
作
戦
」

　

  　
　
　
　
　
　
　
　

    

＝
２
０
２
０
年
８
月
1
日（
土
）

　

納
涼
企
画「
冷
や
し
旧
家
、は
じ
め
ま
し
た
・
縮
小

版
」で
は
、昔
な
が
ら
の
方
法
で
夏
を
涼
し
く
過
ご
す

と
い
う
趣
旨
か
ら
、人
を
集
め
ず
と
も「
い
つ
で
も
誰

で
も
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
納
涼
」
と
し
て「
打
ち

水
」を
今
回
初
め
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
限
定
で
行
な
っ
た
。打
ち

水
で
気
温
は
下
が
る
の
か
、そ
の
実
験
も
兼
ね
て
参
加

し
た
の
が「
打
ち
水
大
作
戦
２
０
２
０
」（
打
ち
水
大
作
戦

本
部
主
催
）。
夏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
題
し
て
毎
年
行
な ビー玉ごまのおまけが付いたラムネ

わ
れ
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら
参
加
表
明
を
す
る
と
、あ
と

は
当
日
（
８
／
１
）
打
ち
水
を
行
な
い
、「
＃
打
ち
水
大
作

戦
」で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
シ
ェ
ア
す
る
だ
け
と
い
う
も
の
。全
国

で
５
０
０
人
以
上
が
参
加
表
明
を
行
な
っ
た
。

　

１
日
だ
け
の
実
施
だ
っ
た
た
め
、結
果
、気
温
の
変
化

は
殆
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、行
為
そ
の
も
の
に
よ
っ

て
、涼
し
い
夏
の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。ま
た
風
が

と
て
も
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
た
。

◆ 

告 

知 

◆

 

・「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
２
０
２
０
」作
品
募
集

　

  　

    

＝
２
０
２
０
年
10
月
25
日（
日
）～
12
月
25
日（
金
） 

　

来
年
１
月
に
開
催
す
る「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
２
０
２
０
」

の
作
品（
写
真
も
可
）を
右
記
期
間
に
募
集
。テ
ー
マ
は

「
新
旧
大
和
川
と
新
田
会
所
周
辺
の
風
景
」。応
募
に
つ

い
て
の
詳
細
は
旧
植
田
家
住
宅
へ
お
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
く
か
、10
月
初
旬
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
。

な
お
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
考
慮
し
、募
集
・
開
催

期
間
の
変
更
あ
る
い
は
中
止
の
場
合
も
あ
り
。

朝夕、正面玄関と裏庭で打ち水
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一
九
六
四（
昭
和
三
十
九
）年
二
月
十
九
日
に
逝
去
し
た

尾
﨑
士
郎
の
全
集
が
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
は
、翌
年

十
月
か
ら
で
し
た
。
全
十
二
巻
の
中
の
第
六
巻
解
説
で

今
東
光
は
語
り
ま
す
。

　
（
前
略
）川
端
康
成
や
僕
等
が
ま
だ「
新
思
潮
」を
出
す
構
想

　

さ
え
持
た
な
か
っ
た
時
代
、尾
崎
が
新
聞
小
説
に
当
選
し
て

　

颯
爽
と
出
現
し
た
の
は
驚
き
だ
っ
た
。そ
の
彼
が
突
如
と
し

　

て
支
那
へ
旅
立
っ
て「
逃
避
行
」を
ひ
っ
さ
げ
て
来
た
が
、

　

そ
の
作
品
は
文
壇
で
は
思
っ
た
ほ
ど
評
判
に
は
な
ら
な

　

か
っ
た
が
、少
く
と
も
僕
は
彼
を
一
偉
材
と
し
て
認
め

　

た
。も
う
一
人
あ
っ
た
。佐
々
木
味
津
三
だ
っ
た
。従
っ
て

　

こ
の
三
人
は
何
時
と
な
く
知
己
と
し
て
交
る
よ
う
に

　

な
っ
た
の
だ
。（
中
略
）

　
　

僕
が
、は
か
ら
ず
も
菊
池
寛
氏
と
袂
を
分
っ
た
時
、誰
よ

　

り
も
僕
を
励
ま
し
て
く
れ
た
の
は
尾
崎
そ
の
人
だ
っ
た
。

　
　

僕
は
そ
の
後
、仏
門
に
入
り
比
叡
山
に
登
っ
て
修
行
三
昧

　

の
生
活
に
入
っ
た
が
、尾
崎
は
そ
れ
を
釈
迦
の
入
山
に
な
ぞ

　

ら
え
て
、他
日
、出
山
す
る
時
に
期
待
す
る
と
言
っ
て
く
れ

　

た
も
の
だ
。（
中
略
）　 （「
尾
崎
士
郎
全
集
第
六
巻
解
説
」昭
和

　
　
　
　

   

四
十
一（
一
九
六
六
）年
五
月
二
十
五
日 

講
談
社
発
行
よ
り
）

落
穂
拾
い

　

 -
今
東
光
の
薫
風- 

（三
十
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
・
伊
東  

健

　

尾
﨑
士
郎
は
絶
筆
と
な
っ
た
自
伝
的
随
筆「
小
説

四
十
六
年
」の
中
で
、当
時
の
状
況
を
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

全
集
最
終
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、引
用
し
ま
す
。

　
　

菊
池
寛
の
勢
力
が
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
圧
倒
し
て
、

　

文
壇
の
大
御
所
と
い
う
言
葉
が
、ひ
と
り
で
に
出
来
上

　

が
っ
た
の
も
そ
の
こ
ろ
で
あ
る
。（
中
略
）

　
　
「
文
芸
時
代
」の
こ
ろ
か
ら
、菊
池
寛
に
愛
さ
れ
、私
と
は

　

と
く
に
親
し
か
っ
た
今
東
光
が「
ユ
ダ
の
言
葉
」と
い
う

　

短
文
を
発
表
す
る
と
同
時
に
、「
文
芸
春
秋
」と
絶
縁
し
た

　

こ
と
や
、横
光
利
一
が
、直
木
の
採
点
表
に
憤
激
し
て
、

　

別
の
意
味
で
、菊
池
寛
と
の
関
係
を
絶
つ
決
意
を
明
ら
か
に

　

し
た
文
章
を
当
時
の
読
売
新
聞
文
芸
部
長
で
あ
る
清
水

　

弥
太
郎
に
手
渡
し
し
て
か
ら
、数
時
間
の
後
、川
端
康
成
の

　

忠
告
に
従
っ
て
急
に
思
い
止
ま
り
、同
じ
日
の
夜
、円
タ
ク

　

に
乗
っ
て
、す
で
に
印
刷
中
だ
っ
た
原
稿
を
取
り
返
し
に

　

い
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、当
時
の
文
学
者
が
、い
か

　

に
情
熱
的
で
あ
り
、純
粋
な
態
度
で
生
活
を
押
し
切
っ
て

　

い
た
か
と
い
う
こ
と
を
反
証
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

横
光
の
問
題
を
知
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
あ
る
ま
い
。

　

こ
れ
は
事
前
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
に

　

な
っ
て
い
る
が
、今
東
光
は
、こ
の
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
と

　

な
り
、文
壇
か
ら
脱
落
し
て
比
叡
山
に
か
く
れ
、二
十
年

　

近
い
歳
月
を
臥
薪
嘗
胆
み
そ
す
り
坊
主
と
な
っ
て
過
ご

コ
ラ
ム

　

し
た
。彼
は
当
時
の
同
輩
の
中
で
、も
っ
と
も
花
々
し
く

　

世
の
中
へ
出
た
男
で
、二
三
年
前
に「
朝
日
新
聞
」に
も

　
「
毎
日
新
聞
」（
当
時
の
東
京
日
日
新
聞
）に
も
長
編
を
連
載

　

し
て
い
た
。（
中
略
）

　
　

二
十
年
に
わ
た
る
雌
伏
が
、今
日
の
彼
を
つ
く
り
あ
げ
た

　

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
も
、し
か
し
、一
敗
地
に

　

ま
み
れ
て
孤
剣
飄
然
と
し
て
比
叡
山
に
の
ぼ
っ
た
彼
の

　

う
し
ろ
姿
は
、私
の
心
に
少
な
か
ら
ず
悲
劇
的
な
哀
傷
を

　

唆そ
そ

っ
た
。

　
　

       （「
尾
崎
士
郎
全
集
第
十
二
巻
所
収「
小
説
四
十
六
年
」よ
り

　
　

               

昭
和
四
十
一（
一
九
六
六
）年
十
一
月
二
十
五
日
講
談
社
発
行
）

　

川
端
康
成
が
誘
っ
て
も
文
藝
春
秋
の
同
人
に
な
る
こ
と

を
固
辞
し
た
と
い
う
尾
崎
士
郎
は
、菊
池
寛
と
距
離
を
置
い

た
作
家
の
一
人
で
し
た
。そ
の
尾
﨑
と
佐
々
木
味
津
三
は
、

今
東
光
は
必
ず
盛
り
返
し
て
く
る
と
語
り
合
っ
た
と
い
い

ま
す
が
、こ
の
三
人
は
純
文
学
か
ら
大
衆
文
学
に
移
っ
て

人
気
作
家
と
な
っ
た
点
で
共
通
し
ま
す
。

　

特
に
、東
光
と
尾
﨑
は
、東
光
が
下
戸
、尾
﨑
が
酒
客
と
い
う

違
い
は
あ
れ
ど
、同
い
年
、野
毛
小
学
校
同
窓
、川
端
康
成
、

宇
野
千
代
、任
侠
人
情
作
品
、悪
太
郎
、雌
伏
期
間
、徳
川

家
康
ぎ
ら
い
、直
腸
癌
闘
病
な
ど
、共
通
項
の
ほ
う
が
多
い

く
ら
い
で
し
た
。東
光
に
は
い
ろ
ん
な
友
情
の
形
が
あ
っ
た

の
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
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